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日本の林業遺産を知ろう !
日本森林学会による

　

吉
野
林
業
と
い
う
名
称
は
、
広
義
に
は
吉
野

郡
全
体
を
指
し
ま
す
が
、
狭
義
に
は
吉
野
川
を

木
材
搬
出
に
利
用
し
て
き
た
川
上
村
、
東
吉
野

村
、
黒
滝
村
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
狭
義
の
地

域
の
範
囲
が
林
業
遺
産
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
３
村
を
合
わ
せ
た
面
積
は
４
４
，
８
６
１

ha
、
そ
の
う
ち
森
林
が
約
95
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
吉
野
地
域
は
、
峻
峰
が
列
を
な
し
て
そ
び

え
る
大お

お

峰み
ね

山
脈
や
台だ
い

高こ
う

山
脈
を
背
に
し
て
、
土

壌
は
保
水
と
透
水
性
に
優
れ
、
年
間
降
水
量
が

多
く
、
温
暖
な
自
然
環
境
は
、
林
木
の
生
育
に

最
適
で
す
。
全
域
に
わ
た
っ
て
林
齢
に
応
じ
た

多
様
な
森
林
景
観
が
あ
り
、
地
域
固
有
の
自
然

と
歴
史
を
物
語
る
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
江
戸
時
代
に
植
林
さ
れ
た
「
下し

も

多た

古こ

の
森
」
に
は
、
樹
齢
四
百
年
を
越
え
る
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
巨
木
が
そ
び
え
立
ち
、
そ
の
独
特
の

景
観
は
神
秘
的
で
、
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
ま
す
。

水
源
林
で
も
あ
る
こ
の
森
は
川
上
村
に
よ
っ
て

買
い
上
げ
ら
れ
、
近
世
の
林
業
技
術
を
現
在
に

伝
え
る
「
歴
史
の
証
人
」
と
し
て
、
ま
た
、
文

化
財
建
造
物
の
修
理
に
必
要
な
資
材
の
モ
デ
ル

供
給
林
及
び
研
修
林
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
文
化

財
の
森
」（
文
化
庁
設
定
）
と
し
て
、
森
林
文

歴史の証人ー下多古の森

奈
良
県
吉
野
地
域
で
は
、
１
５
０
０
年

頃
（
室
町
時
代
）
に
造
林
が
行
わ
れ

た
記
録
が
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
優
れ
た
林

業
技
術
が
伝
承
さ
れ
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

吉
野
林
業
の
歴
史
や
特
徴
を
現
代
に
留
め
る

景
観
、
技
術
、
文
物
な
ど
は
、
日
本
を
代
表

す
る
林
業
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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川上村林材会館 吉野地域での最近の間伐作業 吉野材の無垢一枚板

で
使
用
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の
道
具
は
、
地
元

の
資
料
館
な
ど
で
保
存
・
展
示
さ
れ
、
文
化
の

伝
承
や
社
会
教
育
な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

木
材
生
産
か
ら
運
搬
、
製
材
に
わ
た
る
一
連
の

高
い
技
術
は
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
、
文
化
財

や
京
都
迎
賓
館
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
建
造
物

か
ら
日
常
で
用
い
る
木
工
品
に
い
た
る
、
多
様

な
木
の
文
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

吉
野
地
域
で
の
林
業
技
術
の
継
承
の
た
め
、

機
械
化
や
人
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
永
田
晶
三

さ
ん
は
、「
種
を
採
っ
て
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら

最
後
の
利
用
の
仕
方
ま
で
が
吉
野
林
業
だ
。
ブ

ラ
ン
ド
を
築
き
上
げ
た
先
人
は
す
ご
い
。
数
百

年
先
の
価
値
あ
る
森
林
の
た
め
、
今
、
で
き
る

こ
と
を
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。」
と
言
い
ま

す
。
そ
し
て
、
川
上
村
森
林
組
合
代
表
の
南
本

泰
男
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
化

し
た
新
し
い
流
れ
を
い
か
に
つ
く
る
か
で
し
ょ

う
。
最
近
設
立
し
た
『
吉
野
か
わ
か
み
社
中
』

で
は
、
ま
さ
に
持
続
可
能
な
吉
野
材
の
一
貫
供

給
体
制
の
確
立
と
吉
野
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信

拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。」
と

力
強
く
語
り
ま
す
。
５
０
０
年
に
わ
た
る
林
業

の
歴
史
と
先
人
た
ち
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
吉
野

林
業
の
新
た
な
挑
戦
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

化
に
も
配
慮
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
地
域
で
は
元
禄
年
間
（
１
６
８
８
〜

１
７
０
４
年
）
頃
に
は
「
借
地
林
制
度
」
や
「
山

守
制
度
」
が
始
ま
り
、
土
地
の
所
有
権
と
使
用

収
益
権
を
分
離
す
る
独
自
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
森
林
所
有
者
が
村
外
の

資
本
家
に
山
林
を
貸
す
「
借
地
林
制
度
」
は
、

現
在
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
村
外
の

森
林
所
有
者
が
山
守
に
管
理
を
委
託
す
る
「
山

守
制
度
」
は
、
今
日
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

山
守
は
、
村
外
の
森
林
所
有
者
が
信
用
で
き
る

技
術
者
と
し
て
選
ん
だ
山
林
所
在
地
の
住
民
で

あ
り
、
植
栽
か
ら
間
伐
等
の
手
入
れ
、
資
材
の

調
達
や
労
務
者
の
指
揮
管
理
な
ど
、
森
林
の
育

成
か
ら
伐
採
、
搬
出
ま
で
を
手
が
け
ま
す
。

　

吉
野
林
業
の
特
徴
は
、
地
域
産
の
実
生
苗
に

よ
る
密
植
と
弱
度
の
間
伐
を
数
多
く
繰
り
返

し
、
大
径
材
を
生
産
す
る
施
業
で
す
。
間
伐
は

山
守
な
ど
の
林
業
技
術
者
の
腕
の
見
せ
所
で
あ

り
、
10
年
生
、
50
年
生
、
１
０
０
年
生
と
樹
齢

に
応
じ
て
密
度
を
調
整
し
、
手
入
れ
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
育
て
ら
れ
た
吉
野
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
は
、「
通
直
」「
完
満
」「
無
節
」
で
目
の
詰
ま
っ

た
材
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
は
伐
採
後
、

葉
が
つ
い
た
ま
ま
森
で
乾
燥
さ
せ
る
「
渋
抜
き
」

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
暖
か
み
の
あ
る
鮮
紅
色

に
仕
上
が
り
、
市
場
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
酒
樽
や
桶
な
ど
の
材
料
で
あ
る
樽

丸
の
生
産
で
は
、
年
輪
幅
が
狭
く（
１
㎝
に
８

年
輪
以
上
）、
均
一
な
こ
と
が
尊
重
さ
れ
、
吉

野
杉
を
用
い
た
製
品
は
品
質
の
高
さ
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
吉
野
林
業
の
高
い
技
術

を
裏
付
け
る
古
文
書
や
近
代
資
料
類
、
山
仕
事

吉野林業全書
（奈良県森林技術センター　所蔵）

吉野杉を使った
手作り風呂桶
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